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■－ Ⅰ．緒  

PCB，水銀が騒がれて以来早や10年近くが過ぎよう  

としている。現在，食品のPCB，水銀については暫定  

的規制値か設定きれるなどの行政措置が行われ，PCB，  

水銀汚染問題は一段落Lた観がみられる。しかしなから  

母乳ではPCBの汚染が依然とLて続いており，安心出  

来ない状態である。著者らは，食品中のPCB，水銀汚  

染の実態を把握する目的で1973年度よリ1977年度まで調  

査を行なったので報告する。  

ⅠⅠ．調 査 方 法   

1．調 査 試 料   

調査試料は1973年度より1977年度までの5年間に千   

葉県内で生産，販売きれた食品で生産者，市場および   

小売店から入手したものである。表1に調査試料の食   

品分類別，年度別の内訳を示した。PCBについては   

69椎1383検体，給水銀については76種1137検体である。  

表1 調査試料の分類別，年度別内訳  

全 年 度   1973年度   1974年度   1975年度   1976年度   1977年度  

椎葉頁  検体数  椎類  検体数  椎顆  検体数  種類  検体数  種頬  検体数  種類  検体数   

魚  介  類   45  693  12  74  35  244  22  172    144    92  
孔 肉 卵 類   7  570  0   0  7  263  7  177  6  65  7  70  
農 作 物 顆   17  127  0  0    25  7  79    3  

P  

0          1   15     15   
介  軟体甲殻類  4  73  0  0    27  3  20  2   8  2  

C   

0    158  4  97  4  41  4  45   
乳卵 肉類  乳   類  4  341  0  0    60  2  50    10  2  20  
B          4  0  ロ  45  ロ  30  ロ  14  ロ  巳  

農物 作類  穀   類  田  46  0   
0  0  2  25  3    21   0  0  
0  0   0  0   0  12  48  0  野      8  0  0   0  0   0    10  

魚  介  類   49  845  24  109  35  338  23  181  13    14  99  
孔 肉 卵 類   6  85  0   0  2  20    30  0   0  6  
農 作 物 類   22  206  0   0  9  45  10  75  5  93  

総  
2  4  28        15    15   

介  軟体甲殻類  4  73  ロ  0  7  61  3  20  2  17  3  18  
水   
乳卵  0    15    10  0   0  4  21   

0  0   0    10  0   0  

銀  肉類   0  10  0   0  

農物  0  2  10  2  30    21  0  
作顆   0  5  25  8  45    52  0  0  
果   実  3   23   0   0  2  10  0   0  2   10  

※   千葉県衛生研究戸斤  
※※   千葉県市川保健所  

※適薬 千葉県中央保健所  

※薫※※千葉県衛生部衛生指導課  

（1978年2月18日受理）  
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丁・葉県におけるPCBおよび重金属汚染の実態につし、て（第一報）  

分 精    叩   名   紫 平均値  最小値→熊夫値    学祭 検出数／検体数   

十ナ    ン   ‾7  0．04  〔）－0，10   35／36  

外  
洋                    カ   ツ   す  0．02  （－）→0．05   28／34  

魚  8／15  

顆  キ  ワ   ダ    （）～0．03   1／2  

1／13  タ       ラ    〔）～0，02  1／1  

†「  
内争  コ  イ  12／ユ5  

水  
面要員  ウ   十 ■ キ  0．24  0．11－0．38   2／2  

16／16  

朽  0．03   十  （）   （－）－0．04  1／1  

Tヱ   エ  ビ  （、） （′）～0．03  1／6  

雲百   カ   0．10  0．02→0．18   6／6  

サ   0．03  （：〉→0．09  36／38  

ジ 8／8  ア               0．05  0．03－0．08           0．06  0．01－0．11  S／8  

0．09  0・0ト0■1210／10  

碩  √                                                 0．03  0．02→0．03  5／5  

パ  イ   貝  0．Ol   0．Ol   1／1  

3／138  

パ  タ  ー  0．02     （）～0．0930／58   
乳 羊頁   

乳  （）  r－）～0．01  
内  ズ  （）  トト0▲03＼18／59  

卵  豚   肉  0．Oll（－ト0．14  32／77   

柏  精   鶏  肉  0．02  （）－0．27   36／63  

旧  H    鶏  卵  0．02  「）－0．13   66／S9  

鶉  米  （－）  （）～（）   0／30  

豆  責  （－、）  （）－（一）  0／6  

顆  

ピ  ー  マ  ン  （）  「－）→（一）  0／4  

0／3  

0／5  

0／6  

0／10  

野  0／5   

2．測 定 方 法   

泥や付着物のついた食品は軽く水で流い，可東部を  

分析に供した。測定方法は本円ら1）と同様に，PCB   

はアルカリ分解一ECDガスクロマトグラフ法，給水   

銀は硫硝酸分解一還元気化原子吸光法によって測定   

した。   

なお，今回の調査における分析は，当衛生研究軋  

（財）日本冷凍食品検査協会，（財）日本食品分析センタ   

ーの3ヶ所で実施したもので，0．01ppm以下のものは   

不検出（一）として取り扱った。   

ⅠⅠⅠ．結果および考察   

1．P CB   

1973年度－1977年度の5年間の各食品のPCB濃度   

を表2，食品分類別PCB濃度を表3 および同1に   

示す。PCB濃度の高い食品は表2および表3から明  

表2 食品中のPCB濃度（19731977）  

分 類   品   名   野 平均値  餃小値一最大値    薄赤 検出数／検体数   

ノ＼   マ   ・手  0．69  0．27－1，60   6／6  

ア   ナ   ゴ  0．63  0．03→1．20   11／11  

イ  ン モ ナ  0．62  0．15－0．銅   6／6  

ご／＼  コ  ノ  シ  ロ  0．60  0．10－1．00   15／15  

ス   ズ   キ  0．30  0．05－1，20   9／9  

／亭   

ラ  0．28  0．03←0．54   2／2  

ア イ ナ ノ  0．18  0・07－0・25 8／8   
魚  

カ レ イ  

性 魚         1  
ホ  ウ  ポ ウ  0．03  0．0ト0．0815／15  

5／7  

ッ  0．03  0．02－0．04   5／5  

l偽  5／10  

介〔  

タ   カ   ベ  0．02   0．02   1／1  

カ   サ   コ  0．03  0．01－0．04   7／7  

カ ワ ハ キ  （－）  ト1→0．03   5／26  

頬  近                               マ   デ   イ  0．06  0．03－0．10   6／6  

ク  ロ  ム  ソ  0．12  0．04－0．15   15／15  

糟  76／78   

サ   0．09  0．02－0．37   52／52  

性  10／10  

イ   ワ   シ  0．05  0．02～0．12   66／66  

10／11  

魚   0．05   1／1  

規   1／2  

ウマ ズ ラハキ  （－）  （ト」）   

ハ  タ  ハ  タ  0．09   0．09   0／3                1／1  

トート（）lo／5  F］  菜   

類  顆  し∴松一票 iサーソマイモ サトイモ   ；二：二二三 （）ト1十） ト）（－）～（）  lo／5 旧 ヨ0／10 u      ニ   ノ   ン   ／  r）  ト）－ト）  0′／5   果  璽  メ    ロ    ン  （）と（ト十」  0／5   粟 額   ＋        ン  ト）ト）－ト）  0／8   

鮮  卑位，i∈r㌢重，ppm  
魚群 0．01ppm以仁を検出した横数  

ー 30 一   



千葉衡研報告 第2号（1978）  

表3 食品分類別のPCB濃度，検出率  （1）年次推移  

今回の調査では検体の使類によって調査年度に片   

寄I）があり，すべての食品の椎葉勘二ついての推移を   

明らかにすることは出来ないが，主要な食品における   

るPCB膿度の年次推移を回2に示した。年度によ   

ってバラツキはあるが，魚類のクロム、ソで増加かみ   

られた以外，PCBは減少する傾向がみられた。  

∴トl・6D  

ト〕－0－1呂 一〉～0，12  87■520・5 31．9 4．2 97・15－7  二；LニデL   ！良  341 （    0，001  一1－0－09  15．8  0  肉 卵  肉   芙百140  0．02   0．002 一）～0．27   50．0  2．1  モ頁  鶏  軒 890・02  0・002    卜う→0．13  74．2  l．1  匪整 豆 臥 46L    0  1－ト〕  0      0  ≡＝皇＿ 垂   68  （：   0   トト：〕  0  0    13  （、   0   ：）－  0  0   
詳  001ppml、Jlモ埼HLl検体敦♂）′り合  

単糸 01ppmlユ1ミ輯．＝ノニ棟ナも故の′＝合  

′－  

†
P
C
B
濃
度
 
 

1973   1974   1975   1976   1977  

団2 PCB膿度の年次推移   

（2）食品別膿度分布   

① 魚介頬  

魚介類の分類別PCB膿度およひPCB検出率  

を表3および図3に示す。  

申、顆  孔卵  
什  内相   

図1 食品分類別PCB濃度   

らかなように，コノンロ，アナゴ，ハマチなどの魚介  

類だけに限られている。食品分類別にみると，魚介類  

0．11ppm，孔肉卵頬0．01ppm．農作物類（）であった。  

又，PCBO．01ppm以上を検出した割合（0．01ppm検  

出率），0．1ppm以上を横山した割合（0．1ppm検出率）  

か．－jも魚介類のPCB濃度は比較的高く，乳肉卯粕，  

農作物頬では低し、。特に農作物頬ではPCBは検出さ  

れなかった。   

現在、食品中に残留するPCBの暫定的規制値烏，  

遠洋沖合魚介類（可食部）0．5pp叫l勺海内湾魚介類  

（可余部）3ppm，牛乳0．1ppm．乳製品1ppm．肉類0．5  

ppm，卵精0．2ppmと定められてし、るG 今回の調査では  

魚頬の27検体が0．5ppmを上回る数値を示したが，その  

すべてが内海内湾魚介類であり，千葉県下で市販され  

ている食品はPCBに関しては一応安全と考えられる。  

l■－  

魚  較1†ユ  貝  

華氏  1             体精  確   

図3し 魚介類の分顆別PCB濃度   
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表および図で示す通り，魚類0．13ppm，貝類0．05   

ppm，軟体甲殻類0．03ppmと魚頬が貝頬，軟体甲   

殻莱削二較べ顕著に高い。又，PCB検出率を考え   

合わせると，魚貝頬のPCB膿度は魚類＞貝類＞   

軟体甲殻類の順であった。  

④ 魚 類  

PCB濃度のもっとも高かったものは，1974   

年度のハマチで1．60ppmであった。魚種では，ノ＼   

マナ0．69ppm，アナゴ0．63ppm．インモチ0．62ppm，   

コノンロ0．60ppmなどが比較的高い値を示した。  

次に魚頬を棲息地域によって，棲息水域，棲息   

深度，行動範囲で分類し，そのPCB濃度を図4   

～6に示した。  

定魚  
移魚  
勤  

惟頸  ノ隼相  

国6 行動範囲別PCB濃度  

行動範囲別にみると，定着性魚類は移動性魚類  

に較べ高い値いを示している。又，棲息深度別で  

は，中層魚類＞底層魚顆＞表層魚類の順であった。  

しかしながら行動範国別，棲息深度別のいずれに  

おいても顕著な差ではなかった。   

一九 棲息水域別では沿岸性魚類0．24pp町 近  

海性魚類0．05ppm，外洋性魚類0．02ppmとPCB  

汚染源と考えられる陸地から遠ぎかるに従ってP  

CB濃度の顕著な低下かみられた。   

更に沿岸性魚類はPCB濃度によって高濃度群  

と低濃度群とに分類することが出来るり（図7参  

照）高濃度群（0．43ppm）に属する魚類はハマチ，  

一ヽ  

ー
P
C
B
濃
度
 
 

拾魚  近魚  
犀  海  
性頬  惟顆  

図4 棲息水域別PCB濃度  
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層  層  

表  中  
層  層  

扁農  低魚  in頬魚  

■■  ■■  
■  

図7 沿岸性魚類のPCB濃度による分類  図5 棲息深度別PCB濃度  
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コノンロ，アナゴ，スズキなどがあり，低濃度群  

に属する魚類にはホウポウ，ヒラメなどがある。  

又，低温度群をその他の魚類平均（0．04ppm）に  

較べてみると両者間に濃度差がほとんどみられな  

いことから，田中，2）追口，3、も述べてし、るように，  

魚矧二はPCBの汚染を受けやすい魚と受けにく  

い魚とがあるといえる。即ち魚類の中でPCB濃  

度の高いのは，沿岸性魚類であり，しかもそのう  

ち，ハマチ，コノンロ，アナゴ，インモチ，スズ  

キ，アイナメ，ポラ，カレイなどの数植だけが特  

に高いと考えられる。  

旦軟体甲殻類  

PCB濃度は平均0．03ppmと低く，魚稚で高い  

／－  のがワタ順二の0．10。。mで，イカ，エビは（）  
であった。軟体甲殻類のPCB膿l要は低いものと  

考えられる。  

㊤ 貝 類  

大部分の貝からPCBが検出されたが，その平  

均は0．05ppmと低値であった。比較的濃度の高か  

ったのはカキの0．09ppmであった。山野辺守山本  

ら5）は，カキは貝類の中ではPCB濃度が高いと  

報告しており，著者らの結果と一致している。  

② 孔肉卵類  

孔肉卵類の分類別PCB濃度およぴPCB検出  

率を表3および図8に示す。  

① 肉 類  

PCB濃度平均は0．01ppm，さらに食品分類別  

にみると，豚肉0．01ppm，鶏肉0．02ppmであった。  

この結果は鈴木ら6）の結果と近似している。  

0．01ppm検出率でみると，豚肉41．6％，鶏肉  

57．1％である。  

以上の結果から，肉類のPCB濃度は低値と云  

える。分類別PCB濃度は，鶏肉＞豚肉の順であ  

った。   

㊤ 鶏 卵  

PCB濃度は0．02ppm，0．01ppm検出率は74．2  

％である。  

鶏卵のPCB濃度は低値であるが，乳肉卵類中  

ではPCB濃度の最も高い食品であった。   

③ 農作物頬  

農作物叛からはPCBは検出きれず，PCB濃  

度の最も低い食品であった。  

2．総 水 銀   

1973年度～1977年度の5年間の各会品の給水銀濃度   

を表4，食品分類別給水銀波度を表5および図9に示   

す。  

麦4 食品中の総水銀濃度119731977、  

0
5
m
 
 

I
総
P
C
B
濃
度
 
 

p  

●  

図8 孔肉卵類の分精別PCB濃度  

乳肉卵頬全体では0．01ppmと低く，分類別PC   

B濃度は，鶏卵＞肉顆＞孔頬の順であった。  

④ 乳 類  

PCB濃度平均はr），きらに食品分類別にみ   

ると，牛礼 粉乳，う∴一ズが（），バタ【は0，01   

ppmであった。  

0．01ppm検出率でみると，牛乳2％，粉乳3．5％，   

チーズ30．5％，バター51．7％である。  

以上の結果から，乳類のPCB濃度は極めて低   

値と云える。分業貞別PCB濃度はバター＞チーズ  

＞牛乳，粉乳の＝頃であった。  
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分 顆         ※ 占占 名平均値    】 撥準 最小値～最大値弓削数／検体数   

ホ シ サ メ  0．26  0．16－0．53   6／6  

12／12  

3／3  i童                  メ   バ   レ  0．12  0．02←0．42       ウ マ ズ ラハギ  0．03  0．03～0．04  
ハ  タ  ハ  タ  0．09   0，09   1／1  

外  サ  ン  マ  0．06   0．04－0．10   36／ノ36   

†羊  カ  ツ  オ  0．22   0．08←0．44   39／39  

15／15  魚                      性  ク。マグ。J。．73   0．17～1．70      魚  タ      ラ  0．10   0．03～0．24   13／13  

弓類   ト  ビ ウ オ  0．08   0．08   1／1  

円                内  コ  イ  0．04  0．01－0，09   20／20   

‖   水  フ  ナ  0．04  0．02－0．08   

と 面    オイカ 5／5   
介     ワ ウ ナ ギ  0．06 10．04  0．04→0．08   7／7   

矩   ニ  ン  マ  ス  0．02  0．02－0，04   5／5  

軟   イ  カ  0．04  0．01－0．12   60／60  

体    タ  コと 0．10   0．10  1  1／1  
甲  
ェ  ビ  0．06   0．03－0，16   6／6  

類   頸   カ   0．04  0．03－0．08   6／6  

7   サ   ノ  D．02   （）～0．14    53／63     ノ／     ン  0，02  （－）－0．09  10／13  
目  

コ タ マ 貝  0．05  （）－0．10   10／12  

カ    キ  0．01  ／）－0．01   7／10  

ナ カー ラ  ミ  0．10  0．10～0．10   5／5  
頬  

バ  イ  貝  0．16  0．05→0．47   11／11  

ハ マ クー  り  0．02  0．01→0．03   2／2   

乱  乳  ト」  （）－0．02   12／39  

乳  粉  乳  （）  （－）－（－）   0／3   

バ   タ  （）  （－）→（）   0／4  
肉  
類  ズ  （）  （）－（）   0／8  
卵  
顆  肉  0．01  （）→0．02   7／15  

鶏 卵    鶏  卵  0．01  （〕－0．04   17／20   

音隻    玄  米  0．01  （）－0．05   20／35  

豆   ′ト  麦    （一：トー（一）   0／6  

頬   落  花  生  （－）  （－）－0，02   5／20  

農  
ピ ー マ  ン  （－）  （）－〔－）   0／4  

レ   タ   ス  （）  （）→（）   0．／3  

作  ネ  ギ  0．02  （）－0．11   9／15  

野  0／6  

ナ  ス  （）  （）～0．03   2／15  

物  3／10  

白  菜  （1  r1－「   0／5  

小  松  菜  （一）  1ニー、）－r：  0／5  

0．01  √）－0．02   3／川  
類  

カ  ラ  ン 十    （－）－「）  矩  0／5  

サ＼ソ ‾マ イ モ   〕 0／5  

＝）          サ ト  イ  モ   rト、。Jl2／14  u   

好き㌍  分  顆    □H   ㌢．   ※ 平土用Irl  最小情一最大伯     検出数／検体数   
ニ  ／  ン  ン  0．01  （）－0，04   3／10  農  野                    菜   ダ イ コ ン  0．01  （ト0▲02 3／5   
レ  ン  コ  ン  （－）  （′）－「）  0／5  

作  
ゴ   ボ   ウ  0．01  （′1～0．02   2／5  

物  

精   
0／／5  

実   ナ  0／13  

シ  r）（）－〔） ＝トー0・01      顆   7■  ド   ゥ  1／5   

井  草位、盲㍊亭．ppm  

兼学 0．01ppm以上を検出した棟数  

表5 食品分類別の給水銀濃度，検出率  

】  
偏轟轡     博一紫誤差         u 姶入植   

u    （ppmノ  
弊     寿‡詳  

（ppmノ  0．01ppm O．1ppm   

魚  介  類845    0．10  0．818  ト〕－1．70  94．3  21．5  乳 肉 卵 顆   85】ト1   0．002  トト0．D4  42．3  0   
農 作 物 羊自   296い）＝01    ト）、0．11  25．7  0．5   

魚  魚   芋貞  656 ≦0．1＝ 0023    トト1．70   95．3  26．0   

介  軟牒リ号受精  73 こ 0．06 0．014        4．2  指  貝   ‡頁  116   0 
．D5   D．021    トト0．47  

晋L  乳   f頁  50  ト〕  0．00l  ト〕－0．02  

同 伽  伺    粟百  15  0．01     46．7    0  ヨ 顆  鶏   卵  20  0 

．01  0・002 巨ト0・04   85．0  0   

61  0ム？こ1∑二…：；   トト0．05  22．5  0．7  
犀 物  穀 豆 粕    j          野 菜 芙頁  212        0  相  果 実 芙百  23    トト0 

・0125・7   0．5   

燕  0．Olppmlリ、Jを樺廿L7こ検体致の割仝  

撥※ D．1ppmu」を検出L′二様休憩の割合  
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魚相  孔即  喪物  
介  肉筆Fl  作精   

し司9 食品分類別給水銀濃度   

給水銀濃度の高い食品は表4およひ表5に示す通り，  

マグロ，キンメデイ，クロムソなとPCBの場fナと同  

様に魚介榔二眼られている。食品分類別にみると、角  

介頬0．10ppm，孔卯粧鄭），農作物類トー）であった。   

又，0．01．0．1ppm検出率からも魚介粉の総水銀濃度  
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は比較的高く，孔肉卵類，農作物紬烏低いことを示し   

ている。   

現在，魚介類の総水銀の暫定的規制値は0．4ppm（但   

し，マグロ頬，深海性魚介頬，および内水面水城河川   

産の魚介軌二つし、ては規制除外）と定められている。   

今臥 給水鍍を調査した魚介類693検体の中で0．4ppm   

を上回るものは27検体あったが，そのすべては規制除   

外魚椎であった。又，魚介顆以外の食品の給水銀濃度   

は低値であり，千葉軒下で市販されている食品はPC   

Bと同様，総水銀についてもー一応安全と考えられる。  

（1）年次経絡  

PCBの場合と「占」様に全ての食品の絶類について  

推移を明らかにすることは出来ないが，主要な食品  

における給水銀濃度の年次推移を図10に示した。  

I
給
水
銀
濃
度
 
 

魚  軟甲                   殻  
類  体顆   

図11魚介類の分矩別紙水濃度  

′■  

（亘 魚 類  

給水銀濃度のもっとも高かったのはクロマグロ   

の1．70ppmであり，魚種で高いのはクロマグロの   

0．73ppm，キンノダイ0．44ppmなどで，その多く   

は規制除外魚種であった。  

0・1ppmを越えた魚種は12柏，0．05ppm以下は  

15魚権であった。  

次に魚類を棲息地域によって棲息水私 権息採   

乳 行動範囲で分類し，その給水銀濃度を図12－  

14に示Lた。  
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r』10 総水銀濃度の年次推移  

図で明らかなように，PCBの減少傾向に刈し，   

給水銀の年次推移は横ばい傾向を示している。  

（2）食品別濃度分布   

① 魚 介類  

魚介精の分顆別給水銀濃度およひ牒出率を表5  

および区11に示す。  

表およひ図て示す通牛 魚頼0．11pp町 軟体q」  

穀類0．06ppm，貝頬0．05ppmと，魚類が軟体甲殻  

芙乳 貝頓に較べ顕著に高い。  

叉，給水銀横甘辛を考え合わせると，魚介類の給  

水銀濃度は魚類＞軟体甲殻楓 貝類の順てあった。  

松
永
銀
濃
け
 
 

，ナ†律  せ魚  
海  

H三幸良  性粕   

図12 棲息水域別給水銀濃度   
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との問に顕著な差が見られた。  
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 表  中  底  深  

層    習    層    層     蕪    魚    魚    魚  

図13 棲息深度別紙水銀濃度  

一ヽ  

規魚  規魚  
利  

別規  外粗  

図15 魚介類の水銀蓄積性別の給水銀膿度  

以上の結果を考え合わせると，今回調査した魚   

介類中に給水銀を高膿度に含有する魚介類があっ   

たが，ニれは水銀の環境汚染によるのでな〈，魚   

類の特性によるものと考えられる。  

⑨軟体甲殻類  

仝検体から給水披か検出され，平士勺0．06ppmで   

あった。魚種で比較的高いのは，タコの0．10ppm   

であり，イカ，エビ，カニは低値であった。  

④ 貝 類  

貝類の85％に給水銀が検出され，平均0．05ppm   

であった。椎別で高いのは，バイ貝の0．16ppm，   

ナガラミ0．10ppmで，その他は低かった。パイ貝，   

ナゲラミは汚染の考えられなし一地域で採取したも   

ので，もともと水銀を多く含有する貝類と思われ   

る。  

② 乳肉卵類  

乳肉卵類の分類別給水銀濃度および検出率を表   

5および図16に示す。  

乳肉卵類の給水銀の平均は0．01ppmと極めて低   

く，分類別濃度は鶏卵＞肉類＞乳類の順であった。  

④ 乳 類  

給水銀波度の平均は（－），さらに分類別にみて   

も，牛乳，粉礼 バター ，チーズすべて（一）であ   

r），乳類における給水銀濃度は極めて低いものと   

定魚  
移魚  
動  

惟顆  生絹  

図14 行動範囲別紙水銀膿度  

棲息深度別にみると，表層魚類＞深属魚類＞底  

層魚類＞中層魚類の順であった。   

又，行動範囲別では，移動性魚類が定着性魚穎  

に比べやや高い低いを示している。   

しかしながら，棲息深度別，行動範囲別のいづ  

れにおいても，その差は顕著でなかった。   

一方，棲息水域別では，沿岸性魚類0．04ppm，  

近海性魚頬0．12ppm，外洋性魚類0．26ppmと陸地  

から遠ぎかるに従って給水銀濃度が高くなるとい  

う，PCBの場合と全く逆の結果を示した。   

水銀の環境汚染の影響が鼓も少ないと考えられ  

る外洋性魚類に高濃度の給水銀含有魚類が存在す  

るという結果は，山中ら7）ぉよび雨宮ら引が汚染  

の考えられない所で採取した魚類にも高濃度の水  

銀を検出したという報告と一致している。   

次に，水銀を高濃度に蓄積する特性をもつ規制  

除外魚類とその他の規制魚類とに分類し，その給  

水銀濃度を示したのが図15である。   

規制除外魚（0．41ppm）と規制魚（0．09ppm）  

J■ヽ   
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考えられる。  あった。  

Ⅳ ま  と  め   

1．1973年度より1977年度までの5年間に千葉県で生産   

販売された，魚貝類（PCB：45種686検体，総水銀  

：48種844検体），乳肉卵類（PCB：7桂570検体，  

給水銀：69種89検体），農作物顆（PCB：17種127検   

体，総水鍍：22種204検体）についてPCBおよび給   

水銀汚染の実態調査を行った。  

2．食品でPCB，給水銀が比較的高いのは魚介類で乳   

肉卵類，農作物類は低かった。  

3．PCBおよび総水銀濃度の年次推移については，P   

CBは顕著ではないが減少傾向が認められ，総水銀に   

は変化が認められなかった。  

4．魚類でPCB濃度が高いのは治岸怪魚類で，その中   

でもPCB汚染を受けやすい魚椎はコノンロ，スズキ，   

アナゴ，インモチ，ハマチ，ポラ，カレイなどの教程   

であると想われる。  

5．今回の調査で給水銀濃度の高い魚介類があったが，   

これは水銀の環境汚染によるものではなく，魚種の特   

性によるものと考えられる。  

6．今回調査した食品には暫定的規制を越える食品はな   

〈，千葉県下で市販されてし、る食品はPCI∋および給   

水銀に関しては一応安全と考えられる。しかしながら，   

現在200カイり専管水域問題で象徴きれるように水産   

国であるわが匡＝まますます漁場がせばめられ，今後沿   

岸での養殖漁業化あるし－はこれまで食用としてはかえ   

りみられなかった魚種までか食卓にのほ1ることが考え   

られるので，今後とも魚介類については調査を続行す   

る必要がある。  
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図16 乳肉卵類の分規別紙水銀濃度  

⑥ 肉 類  

豚肉の給水銀濃度は0．01ppmと低く，ニの値は   

山本ら，7）石田ら別の結果と近机、している。  

G〕鶏 卵  

給水銀濃度は0，01pp町 0．01ppm検出率は85％   

であった。鶏卵の給水銀濃度はPCI∋同様低値で   

あったが，孔肉卵類中では最も高い食品であった。  

③ 農作物頬  

農作物顆の分類別給水銀線度および検出率を表   

5および図17に示す。  
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図17 農作物顆の分類別給水銀濃度  
′■  

農作物類の給水銀濃度の平均は（）と極めて低   

く，分類別濃度は殻豆類＞野菜顆＞果実頬の順で   

あった。  

④ 殻豆類  

給水銀波度平均は0．01ppmと低い。椎類別にみ   

ると，比較的高し－のは玄米で，その他は極めて低   

かった。  

（ら 野菜類  

給水銀濃度平均は0．01ppmと低い。種類別にみ   

ると，比較的高いのは，ネギで0．02ppm，0．01ppm   

検出率60％で，その他は極めて低かった。  

④ 果実類  

果実類は1検体にのみ横出され，極めて低値で  
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